
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
撮影情報を設定する設定部材と、
前記設定部材で設定された撮影情報を記憶する記憶装置と、
前記撮影情報を表示する第１表示部と、前記記憶装置の記憶領域に関する表示を行う第２
表示部とからなる表示装置と、

を備えたことを特徴とするカメラ
の設定表示装置。
【請求項２】
請求項１記載のカメラの設定表示装置において、
前記記憶装置

ことを特徴とするカ
メラの設定表示装置。
【請求項３】
請求項２記載のカメラの設定表示装置において、
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前記記憶装置により記憶された撮影情報が前記第１表示部に表示されているときには、前
記第２表示部に前記記憶装置の記憶領域に関する表示を行ない、前記記憶装置により記憶
された撮影情報とは異なる撮影情報が前記第１表示部に表示されているときには、前記第
２表示部の表示を行わないように制御する制御装置と、

は、複数の撮影情報を１組の情報として記憶する第１記憶部と、前記複数の
撮影情報とは異なる複数の撮影情報を記憶する第２記憶部とからなる

前記第１記憶部には、フィルムの給送に関する撮影情報と、焦点調節に関する撮影情報と
、露出に関する撮影情報と、測光に関する撮影情報と、閃光撮影に関する撮影情報と、の



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はカメラの設定表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、複数の情報設定が可能なカメラにおいて、撮影者の希望する複数の情報を組合せて
一組の情報としてカメラの記憶装置に記憶させ、呼び出す情報設定装置を有したカメラが
知られている。
また、ある決まった情報設定の組合せを撮影者の操作に応じて呼び出す情報設定装置が知
られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、従来の情報設定装置では、設定情報の組合せを呼出した後、何らかの理由によ
り設定が変更されていても、撮影者はそれに気づかず誤った設定の組合せで撮影を行って
しまうことがあり、思い通りの撮影が出来ないという問題点があった。
【０００４】
また、従来の情報設定装置では、呼び出し操作モードまたは記憶操作モードに入ってしま
うと、途中で解除することができずに、最悪の場合は現在の設定情報を失ってしまうこと
があった。
そこで、本発明では、呼び出した設定情報を常に確認でき、また、呼び出し操作モードま
たは記憶操作モードにおいても、現在の設定情報を失うことなく簡単な操作で呼び出し操
作モードまたは記憶操作モードを解除することができる情報設定装置を提供することを目
的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上述の問題点を解決するために、一実施例を表す図１～図３に対応付けて説明すると、請
求項１記載のカメラの設定表示装置は、撮影情報を設定する設定部材（６，１４，１５）
と、設定部材（６，１４，１５）で設定された撮影情報を記憶する記憶装置（７）と、前
記撮影情報を表示する第１表示部（９～１３）と、記憶装置（７）の記憶領域に関する表
示を行う第２表示部（８）とからなる表示装置（５）と、

を備えている。
【０００７】
請求項 記載のカメラの設定表示装置は、記憶装置（７）が、複数の撮影情報を１組の情
報として記憶する第１記憶部と、前記複数の撮影情報とは異なる複数の撮影情報を記憶す
る第２記憶部とから構成されている。請求項 記載のカメラの設定表示装置は、前記第１
記憶部には、フィルムの給送に関する撮影情報と、焦点調節に関する撮影情報と、露出に
関する撮影情報と、測光に関する撮影情報と、閃光撮影に関する撮影情報と、のうちの少
なくとも１つの撮影情報を含んでいる。
【００１２】
【作用】
請求項１記載のカメラの設定表示装置は、第２表示部（８）に記憶装置（７）の記憶領域
に関する表示をしているので、撮影者は、どの記憶領域を使用しているかを確認して撮影
することができる。また、撮影者は、第２表示部（８）だけ確認すれば第１表示部（９～
１３）の表示を確認しなくてもいい。

10

20

30

40

50

(2) JP 3562055 B2 2004.9.8

うちの少なくとも１つの撮影情報を含んでいる。

記憶装置（７）により記憶され
た撮影情報が第１表示部（９～１３）に表示されているときには、第２表示部（８）に記
憶装置（７）の記憶領域に関する表示を行ない、記憶装置（７）により記憶された撮影情
報とは異なる撮影情報が第１表示部（９～１３）に表示されているときには、第２表示部
（８）の表示を行わないように制御する制御装置（７）と、

２

３

さらに、撮影情報が変化したときに、第２表示部
（８）の表示がされないので、撮影情報が変化したことを簡単に確認できる。請求項２記



【００１４】
請求項 記載のカメラの設定表示装置は、第１記憶部に撮影情報を変更させる頻度の高い
情報を記憶させている。
【００１６】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の一実施例を表す一眼レフレックスカメラの概要図である。
図１において、操作釦１は、複数の撮影情報のうち撮影者にとって比較的よく変更される
給送モード，ＡＦフォーカシングモード，露出モード，測光モード，シンクロモードを１
組の情報として読みだすときの操作に使用される釦である。
【００１７】
本実施例では、図１７に示してあるように、撮影者にとって比較的よく変更される給送モ
ード，ＡＦフォーカシングモード，露出モード，測光モード，シンクロモードを第１情報
設定として後述するＭＣＵ７の第１情報設定ＲＡＭに記憶している。
また、本実施例では、図１８に示してあるように、撮影者にとって一度設定するとあまり
変更しない撮影情報であるフィルム感度，露出補正，調光補正，露出ブラケディングのず
らし量，調光ブラケディングのずらし量を第２情報設定として後述するＭＣＵ７の第２情
報設定ＲＡＭに記憶している。
【００１８】
図１に戻って、操作釦２は、前述の撮影者にとって比較的よく変更される第１情報設定を
１組の情報として記憶させるときの操作に使用される釦である。
レリーズ釦３は、周知のものであり、半押しのときにオートフォーカス動作や測光等を実
行し、全押しのときに撮影動作を実行するものである。
メインＳＷ４は、カメラを起動させるためのスイッチである。
【００１９】
外部表示ＬＣＤパネル５は、複数の撮影情報を表示するものであり、複数の領域から形成
されており、第１情報設定ＲＡＭと第２情報設定ＲＡＭとに記憶されている撮影情報を表
示している。
図３は、図１の外部表示ＬＣＤパネル５を拡大して示した図であり、全ての表示シンボル
を表した状態である。
【００２０】
外部表示ＬＣＤパネル５は、使用しているメモリに関する表示を行うＱＲＡＤＲ　表示部
８、給送に関する表示を行う給送モード表示部９、フォーカスに関する表示を行うＡＦモ
ード表示部１０、露出に関する表示を行う露出モード表示部１１、測光に関する表示を行
う測光モード表示部１２、カメラの閃光撮影に関する表示を行うシンクロモード表示部１
３を含んでいる。
【００２１】
なお、ＱＲＡＤＲ　表示部８からシンクロモード表示部１３についての詳細な説明は後述
する。
図１に戻って、コマンドダイヤル６は、後述の操作釦１４または１５と連動して、外部表
示ＬＣＤパネル５の複数の表示シンボルの中の内の１つを点滅させたり、点滅している表
示シンボルの設定を選択したりする部材である。なお、コマンドダイヤル６は、時計方向
と半時計方向とに回転することができる。
【００２２】
操作釦１４は、コマンドダイヤル６と連動して、外部表示ＬＣＤパネル５の複数の領域か
ら１つの領域を選択するための部材である。
操作釦１５は、コマンドダイヤル６と連動して、操作釦１４により選択された領域の表示
内容を選択するための部材である。
図２は図１のカメラの制御回路を表すブロック図である。
【００２３】
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載のカメラの設定表示装置は、複数の情報を１組の情報として記憶させている。

３



ＭＣＵ７は、本実施例のカメラ全体を制御するものであり、複数のＲＡＭを有している。
操作釦１，２，１４，１５及びコマンドダイヤル６は、ＭＣＵ７の入力ポートに接続され
ている。
図１６は、操作釦１，２，１４，１５の操作情報を表す図である。
【００２４】
操作釦１，２，１４，１５はＭＣＵ７のＲＡＭ上のフラグにそれぞれの操作状態を表わす
。
それぞれの操作釦が押されるとそれぞれの操作釦に対応するフラグが０になり、それぞれ
の操作釦が押されていないとそれぞれの操作釦に対応するフラグが１になる。
【００２５】
なお、メインＳＷ４がＯＮになった直後は、それぞれの操作釦が押されていないときでも
、フラグは０になっている。
また、コマンドダイヤル６は、時計方向に回転されたときに－１の信号を出力し、反時計
方向に回転されたときに１の信号を出力し、操作されていないときに０の信号を出力する
。
【００２６】
ＭＣＵ７は、前述の操作釦１，２，１４，１５の操作状態と、コマンドダイヤル６の回転
方向及び回転量を検出し、これらの検出結果に基づいて外部表示ＬＣＤパネル５の表示内
容を制御している。
ここで、外部表示ＬＣＤパネル５の給送モード表示部９からシンクロモード表示部１３に
ついて図２１～図２６を用いて詳細に説明する。
【００２７】
ＭＣＵ７は、操作釦１４からの入力とコマンドダイヤル６の所定量の回転を受け付けるこ
とにより、外部表示ＬＣＤパネル５のそれぞれの領域を点滅させる。即ち、撮影者は、操
作釦１４を押し続けている状態で、コマンドダイヤル６を回転させて外部表示ＬＣＤパネ
ル５の所望の領域が点滅したときに、コマンドダイヤル６の回転操作を止めて操作釦１４
を離すことにより所望の領域を選択することができる。
【００２８】
そして、ＭＣＵ７は、選択された領域が点滅している状態で、操作釦１５からの入力とコ
マンドダイヤル６の所定量の回転を受け付けることにより、選択された領域の設定の変更
（選択）を受け付ける。
即ち、撮影者は、操作釦１５を押し続けている状態で、コマンドダイヤル６を回転させ選
択した所望の領域の設定内容を変化させて、再設定したいコマンドが表示されたときにコ
マンドダイヤル６の回転操作を止めて操作釦１５を離すことにより所望の領域の設定内容
を変化させることができる。
【００２９】
給送モード表示部９は、図２２に示しているように、４つの形態がある。
上述の操作釦１４と操作釦１５とコマンドダイヤル６との操作により、ＭＣＵ７のＲＡＭ
の１つであるＱＳＭＯＤＥが０に設定された場合は、レリーズ釦３を全押ししたときに一
枚づつ撮影するモードである。
ＱＳＭＯＤＥが１に設定された場合は、レリーズ釦３の全押しを続けることで連続的にレ
リーズ動作を行うモードである。
【００３０】
ＱＳＭＯＤＥが２に設定された場合は、レリーズ釦３の全押しを続けることで連続的かつ
ＱＳＭＯＤＥが１のときよりも低速にレリーズ動作を行うモードである。
ＱＳＭＯＤＥが３に設定された場合は、レリーズに関する動作を最小限の動作音で制御す
る静音モードである。
図２２に示しているように、設定されたＱＳＭＯＤＥの内容に応じた表示シンボルが外部
表示ＬＣＤパネル５の給送モード表示部９に表示される。
【００３１】
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なお、操作釦１５を離したときの表示に対応した値がＱＳＭＯＤＥに記憶される。
ＡＦモード表示部１０は、図２３に示しているように、３つの形態がある。
ＡＦモード表示部１０の表示部分が点滅しているときに、ＭＣＵ７のＲＡＭの１つである
ＡＦＭＯＤＥが０に設定された場合は、レリーズよりもフォーカスを優先させるフォーカ
スモードである。
【００３２】
ＡＦＭＯＤＥが１に設定された場合は、フォーカスよりもレリーズを優先させるレリーズ
優先モードである。
ＡＦＭＯＤＥが２に設定された場合は、オートフォーカスを行わないマニュアルフォーカ
スモードである。
なお、図２３に示しているように、設定されたＡＦＭＯＤＥの内容に応じた表示シンボル
がＡＦモード表示部１０に表示される。
【００３３】
露出モード表示部１１は、図２４に示しているように、４つの形態がある。
露出モード表示部１１の表示部分が点滅しているときに、ＭＣＵ７のＲＡＭの１つである
ＡＥＭＯＤＥが０に設定された場合は、シャッタ秒時と絞りとを自動的に決定するオート
モードである。
ＡＥＭＯＤＥが１に設定された場合は、撮影者の設定したシャッタ秒時で露出を行うシャ
ッター優先モードであり、ＡＥＭＯＤＥが２に設定された場合は、撮影者の設定した絞り
値で露出を行う絞り優先モードであり、ＡＥＭＯＤＥが３に設定された場合は、撮影者が
設定したシャッタ秒時と絞り値との組合せで露出を行うモードである。
【００３４】
なお、図２４に示しているように、設定されたＡＥＭＯＤＥの内容に応じた表示シンボル
が露出モード表示部１１に表示される。
測光モード表示部１２は、図２５に示しているように、３つの形態がある。
測光モード表示部１２の表示部分が点滅しているときに、ＭＣＵ７のＲＡＭの１つである
ＡＭＰＭＯＤＥが０に設定された場合は、画面全体を評価して測光値を得る測光モードで
ある。
【００３５】
ＡＭＰＭＯＤＥ　が１に設定された場合は、画面中央部の測光値を得る中央部重点測光モ
ードであり、ＡＭＰＭＯＤＥ　が２に設定された場合は、画面中央部の狭い部分の測光値
を得るスポット測光モードである。
なお、図２５に示しているように、設定されたＡＭＰＭＯＤＥ　の内容に応じた表示シン
ボルが測光モード表示部１２に表示される。
【００３６】
シンクロモード表示部１３は、図２６に示しているように、４つの形態がある。
シンクロモード表示部１３の表示部分が点滅しているときに、ＭＣＵ７のＲＡＭの１つで
あるＳＹＮＣＭＯＤＥが０に設定された場合は、通常の発光制御を行うモードである。
【００３７】
ＳＹＮＣＭＯＤＥが１に設定された場合は、赤目軽減発光を閃光装置の発光に先んじて行
う赤目軽減モードであり、ＳＹＮＣＭＯＤＥが２に設定された場合は、低速のシャッタ秒
時での撮影を行うモードであり、ＳＹＮＣＭＯＤＥが３に設定された場合は、閃光装置の
発光をレリーズの終了のタイミングで行う後幕シンクロモードである。
なお、図２６に示しているように、設定されたＳＹＮＣＭＯＤＥの内容に応じた表示シン
ボルがシンクロモード表示部１３に表示される。
【００３８】
図４は、上述の操作により、給送モードがレリーズ釦３を全押ししたときに１枚づつ撮影
するモード（ＱＳＭＯＤＥ＝０　）であり、ＡＦモードがレリーズよりもフォーカスを優
先するモード（ＡＦＭＯＤＥ＝０　）であり、露出モードがオートモード（ＡＥＭＯＤＥ
＝０　）であり、測光モードが画面全体を評価して測光値を得るモード（ＡＭＰＭＯＤＥ
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　＝０　）であり、シンクロモードが通常の発光制御を行うモード（ＳＹＮＣＭＯＤＥ＝
０　）であることを示している。
【００３９】
ＭＣＵ７は、上述のように設定した撮影情報を操作釦２からの入力とコマンドダイヤル６
の所定量の回転とを受け付けることにより、１組の情報として記憶する。
即ち、撮影者は、上述の撮影情報を設定した後、操作釦２を押し続けている状態で、コマ
ンドダイヤル６を回転させることにより、図１９に示すように組み合わせ記憶領域Ａ（Ｒ
ＡＭ）のメモリＡ１～Ａ３の任意の領域に１組の撮影情報を記憶させることができる。
【００４０】
また、撮影者は、操作釦１とコマンドダイヤル６との操作により、図１９の記憶領域Ａ（
ＲＡＭ）のメモリＡ１～Ａ３及び図２０に示す組み合わせ記憶領域Ｂ（ＲＯＭ）のメモリ
Ｂ０とに記憶されている内容を呼び出すことができる。
ＱＲＡＤＲ　表示部８は、呼び出されたメモリを表示する部分であり、図２１に示してい
るように５つの形態がある。
【００４１】
ＭＣＵ７のＲＡＭの１つであるＱＲＡＤＲ　が０の場合は、図２０の記憶領域Ｂ（ＲＯＭ
）のメモリＢ０を呼び出しているときである。
このメモリＢ０には、メーカ側で設定した撮影情報を１組の情報として記憶しており、メ
モリＢ０が呼び出されたときは、この記憶内容が外部表示ＬＣＤパネル５に表示されると
ともに、ＱＲＡＤＲ　表示部８は０を表示する。
【００４２】
なお、このメモリＢ０は、読み出し専用のメモリであるので、撮影者が設定した撮影情報
を記憶させることはできない。
ＱＲＡＤＲ　が１の場合はメモリＡ１に記憶されている撮影情報が外部表示ＬＣＤパネル
５に表示されるとともにＱＲＡＤＲ　表示部８は１を表示し、ＱＲＡＤＲ　が２の場合は
メモリＡ２に記憶されている撮影情報が外部表示ＬＣＤパネル５に表示されるとともにＱ
ＲＡＤＲ　表示部８は２を表示し、ＱＲＡＤＲ　が３の場合はメモリＡ３に記憶されてい
る撮影情報が外部表示ＬＣＤパネル５に表示されるとともにＱＲＡＤＲ　表示部８は３を
表示する。
【００４３】
なお、ＱＲＡＤＲ　が４の場合は、メモリＡ１～Ａ３及びメモリＢ０のいずれも呼び出さ
ないことを示す。ＱＲＡＤＲ　が４の場合は、この呼び出しモードから抜け出すためのも
のである。
上述の操作釦２とコマンドダイヤル６との操作により、ＭＣＵ７のＲＡＭの１つであるＱ
ＲＡＤＲ　が１～３のいづれか１つに設定された場合は、ＭＣＵ７のＲＡＭのＱＲＡＤＲ
　部に前述のように設定された複数の撮影情報が１組の情報として記憶される。
【００４４】
なお、ＱＲＡＤＲ　が４の場合は、メモリＡ１～Ａ３及びメモリＢ０のいずれも選択して
いないことを示す。これは、設定した１組の情報を記憶させるのを中止したいときに、こ
の記憶モードから抜け出すためのものである。
また、ＱＲＡＤＲ　が４の場合は、ＱＲＡＤＲ　表示部８に“－”が表示される。
なお、ＭＣＵ７は、操作釦１５とコマンドダイヤル６との操作により、呼び出したメモリ
の内容と外部表示ＬＣＤパネル５に表示される第１設定情報とが異なったときに、ＱＲＡ
ＤＲ　表示部８の表示を消すように制御する。
【００４５】
即ち、図４に示してあるように、ＱＲＡＤＲ　が１のときに（メモリＡ１の内容を表示し
ているときに）露出モードをオートモードからシャッター優先モードに変更したときに、
ＭＣＵ７は、図５に示してあるように、露出モード表示部１１の表示を変更するとともに
、ＱＲＡＤＲ　表示部８の表示を消す。
以下、本実施例のカメラのＭＣＵ７の制御について、図６～図１４のフローチャートを参
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照して説明を行う。
【００４６】
図６は、ＭＣＵ７のメインのフローチャートである。
図６のメインフローチャートは、メインＳＷ４のＯＮにより実行され、メインＳＷ４がＯ
ＦＦ　になるまでループを繰り返す。
ＭＣＵ７は、操作釦１，２，１４，１５とコマンドダイヤル６との操作に応じて情報設定
を行う（Ｓ１００１）　。
【００４７】
ＭＣＵ７は、露出演算を行い（Ｓ１００５）　、Ｓ１００１　で設定した情報を外部表示
ＬＣＤパネル５に表示する（Ｓ１００７）　。
ＭＣＵ７は、レリーズ釦３が全押しされたかどうかを判断し（Ｓ１００９）　、全押しさ
れていれば撮影動作を実行する（Ｓ１０１１）　。
次に、Ｓ１００１　、Ｓ１００７　のサブルーチンについて、説明を続ける。
【００４８】
図７は、図６のメインフローチャートのＳ１００１　のサブルーチンである。
ＭＣＵ７は、操作釦１，２が操作されているかどうかをを判定する（Ｓ１１０１）　。図
８は、このＳ１１０１　を詳細に説明したものであり、以下図８を参照して説明を続ける
。
ＭＣＵ７は、ＭＣＵ７のＲＡＭの１つであるＤＣＭＯＤＥが０がどうかを判断する（Ｓ１
２０１）。
【００４９】
図１５は、ＤＣＭＯＤＥの内容を説明したものであり、ＤＣＭＯＤＥが０のときはＲＡＭ
のデータを呼び出しも保存（記憶）もしていないことを表している。
ＤＣＭＯＤＥが１のときはＲＡＭのデータを呼び出していることを表し、ＤＣＭＯＤＥが
２のときはＲＡＭのデータを記憶していることを表している。
ＭＣＵ７は、Ｓ１２０１　でＤＣＭＯＤＥがデータの呼び出しも保存もしていないと判定
すると、操作釦１が押されているかどうかを判定する（Ｓ１２０３）。
【００５０】
ＭＣＵ７は、操作釦１が押されているとＱＲＡＤＲ　が記憶している内容を一時的にＱＲ
ＢＵＦ　に記憶させる（Ｓ１２０７）。
このＱＲＢＵＦ　はＭＣＵ７のＲＡＭの一部であり、ＱＲＡＤＲ　の記憶している内容を
バックアップするために用いられる。
前述のように、操作釦１が押されているときは、データを読み出すためであるので、ＭＣ
Ｕ７はＤＣＭＯＤＥを１に設定する（Ｓ１２０９）。
【００５１】
ＭＣＵ７は、Ｓ１２０３　の判定がＮＯのときに、操作釦２が押されているかどうかを判
定する（Ｓ１２０５）。
ＭＣＵ７は、操作釦２が押されているとＱＲＡＤＲ　が記憶している内容を一時的にＱＲ
ＢＵＦ　に記憶させる（Ｓ１２１１）。
前述のように、操作釦２が押されているときは、データを記憶させるためであるので、Ｍ
ＣＵ７はＤＣＭＯＤＥを２に設定する（Ｓ１２１３）。
【００５２】
同様に、ＭＣＵ７は、ＤＣＭＯＤＥが１のときに（読み出し状態のときに）操作釦１が操
作されているかを判断する（Ｓ１２１７）。
ＭＣＵ７は、操作釦１が押されていないと判定すると、Ｓ１２１９　で　ＤＣＭＯＤＥ　
を０にし（呼び出しも保存もしていない状態にする）、Ｓ１２２１　でメモリの一括呼び
出し処理を行う。
【００５３】
また、操作釦１が押されている場合には図８のフローチャートを終了する。
同様に、ＭＣＵ７は、ＤＣＭＯＤＥが２のときに（記憶状態のときに）操作釦２が操作さ
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れているかを判断する（Ｓ１２２５）。
ＭＣＵ７は、操作釦２が押されていないと判定すると、Ｓ１２２７　で　ＤＣＭＯＤＥ　
を０にし（呼び出しも保存もしていない状態にする）、Ｓ１２２９　でメモリの一括保存
処理を行う。
【００５４】
また、操作釦２が押されている場合には図８のフローチャートを終了する。
ここで、図１３と図１４とを用いて、図８のフローチャートのＳ１２２１　のメモリの一
括呼び出し処理とＳ１２２９　のメモリの一括保存処理とを説明する。
まず、一括呼び出し処理について説明を行う。
ＭＣＵ７は、ＱＲＡＤＲ　が０かどうかを判定し（Ｓ２８０１）、ＱＲＡＤＲ　が０であ
ればメモリＢ０から各パラメータを呼び出す（Ｓ２８０８　～Ｓ２８１２）。
【００５５】
ＭＣＵ７は、各パラメータを呼び出した直後は、読み出したデータと設定値とが一致して
いるので、ＭＣＵ７のＲＡＭ上のフラグＳＥＴ　を１にする（Ｓ２８３１）。
ＭＣＵ７は、ＱＲＡＤＲ　が１，２，３であるかを順次判定し、上述のように、対応する
メモリから各パラメータを呼び出し、ＭＣＵ７のＲＡＭ上のフラグＳＥＴ　を１にする。
【００５６】
なお、ＭＣＵ７は、ＱＲＡＤＲ　が４のときは、データの呼び出しを中止し、メモリＱＲ
ＢＵＦ　に記憶されている撮影情報をＱＲＡＤＲ　に記憶させる。
次に、一括保存処理について説明を行う。
ＭＣＵ７は、ＱＲＡＤＲ　が１かどうかを判定し（Ｓ２９０１）、ＱＲＡＤＲ　が１であ
ればメモリＡ１に各パラメータを記憶させる（Ｓ２９０７　～Ｓ２９１１）。
【００５７】
ＭＣＵ７は、各パラメータを記憶した直後は、記憶したデータと設定値とが一致している
ので、ＭＣＵ７のＲＡＭ上のフラグＳＥＴ　を１にする（Ｓ２９２５）。
ＭＣＵ７は、ＱＲＡＤＲ　が２，３であるかを順次判定し、上述のように、対応するメモ
リに各パラメータを記憶させ、ＭＣＵ７のＲＡＭ上のフラグＳＥＴ　を１にする。
【００５８】
なお、ＭＣＵ７は、ＱＲＡＤＲ　が４のときは、データの記憶を中止し、メモリＱＲＢＵ
Ｆ　に記憶されている撮影情報をＱＲＡＤＲ　に記憶させる。
図７に戻って、ＭＣＵ７はＱＲＡＤＲ　判定を行い、どのメモリを使用するかを判定する
（Ｓ１１０３）。
図９は、このＳ１１０３　を詳細に説明したものであり、以下図９を参照して説明を続け
る。
【００５９】
ＭＣＵ７は、ＤＣＭＯＤＥが１かどうか（読み出し状態がどうか）を判定する（Ｓ１３０
１）。
ＭＣＵ７は、Ｓ１３０１　で読み出し状態（ＹＥＳ）　と判定すると、コマンドダイヤル
６の操作状態を判定する（Ｓ１３０３）。
ＭＣＵ７は、コマンドダイヤル６が反時計方向に操作されているときに、現在のＱＲＡＤ
Ｒ　が０かどうかを判定し（Ｓ１３０５）、現在のＱＲＡＤＲ　が０でないときには、現
在のＱＲＡＤＲ　に－１を加えたものを新しいＱＲＡＤＲ　とし（Ｓ１３０９）、現在の
ＱＲＡＤＲ　が０のときは端部であるので、－１を加えずにサブルーチンを終了する。
【００６０】
ＭＣＵ７は、コマンドダイヤル６が時計方向に操作されているときに、現在のＱＲＡＤＲ
　が４かどうかを判定し（Ｓ１３０７）、現在のＱＲＡＤＲ　が４でないときには、現在
のＱＲＡＤＲ　に１を加えたものを新しいＱＲＡＤＲ　とし（Ｓ１３１１）、現在のＱＲ
ＡＤＲ　が４のときは端部であるので、１を加えずにサブルーチンを終了する。
また、ＭＣＵ７は、コマンドダイヤル６が操作されていないと判定したときにもサブルー
チンを終了する。
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【００６１】
同様に、ＭＣＵ７は、ＤＣＭＯＤＥが２のときにも（記憶状態のときにも）コマンドダイ
ヤル６の操作状態に応じてＱＲＡＤＲ　の内容を操作する（Ｓ１３１３　～Ｓ１３２３）
。
図７に戻って、ＭＣＵ７は一致判定を行う（Ｓ１１０５）。図１０は、このＳ１１０５　
を詳細に説明したものであり、以下図１０を参照して説明を続ける。
ＭＣＵ７は、外部表示ＬＣＤパネル５のＱＲＡＤＲ　表示部８が表示状態かどうかを判定
する（Ｓ１４０１）。
【００６２】
ＭＣＵ７は、ＱＲＡＤＲ　表示部８が表示状態と判定すると、ＱＲＡＤＲ　が０かどうか
を判定する（Ｓ１４０３）。
ＭＣＵ７は、ＱＲＡＤＲ　が０のときに、メモリＢ０の内容と第１情報設定ＲＡＭに記憶
されている内容とが一致しているかどうかを確認する（Ｓ１４０５）。
前述のように、図６のメインフローチャートは繰り返し実行され、かつ、撮影情報の設定
が変更されるため、Ｓ１４０５　で第１情報設定ＲＡＭの内容と呼び出されたメモリの内
容とを比較している。
【００６３】
ＭＣＵ７は、メモリＢ０の内容と第１情報設定ＲＡＭに記憶されている内容とが一致して
いるときにＳ１４０７　に進み、メモリＢ０の内容と第１情報設定ＲＡＭに記憶されてい
る内容とが一致していないときに、外部表示ＬＣＤパネル５の現在の表示内容がメモリＢ
０の内容と異なっているので、ＳＥＴ　を０としてＱＲＡＤＲ　表示部８の表示を消す（
Ｓ１４１９）　。
【００６４】
以下、同様に、ＭＣＵ７は、ＱＲＡＤＲ　が１～３の場合についても、第１情報設定ＲＡ
Ｍに記憶されている内容と呼び出されたメモリの内容とが一致しているかどうかを判定し
、一致していないときにＱＲＡＤＲ　表示部８の表示を消す（Ｓ１４０７～Ｓ１４１９）
。
なお、ＭＣＵ７がＳ１４１９　においてＳＥＴ　を０とするのは、メインのフローチャー
トが繰り返し実行されているに、一括判定処理のループを処理するときに、ＳＥＴ　を０
にしておけばＳ１４０１　の判定のみで済むからである。
【００６５】
図７に戻って、ＭＣＵ７は、前述したように、操作釦１４，１５とコマンドダイヤル６と
を用いて個別機能設定を行い（Ｓ１１０７）、図７のフローチャートを終了する。
図１１は、図６のメインフローチャートのＳ１００７　の表示に関するサブルーチンであ
る。以下、図１１のフローチャートに沿って説明を続ける。
【００６６】
ＭＣＵ７は、ＭＣＵ７上のＲＡＭであるＤＣＭＯＤＥがメモリの呼び出し中であるかどう
かを判定する（Ｓ１６０１）　。
ＭＣＵ７は、ＤＣＭＯＤＥがメモリの呼び出し中であるときに、現在呼び出されているメ
モリがメモリＢ０かどうかを判定する（Ｓ１６０３）　。
ＭＣＵ７は、現在呼び出されているメモリがメモリＢ０のときに、外部表示ＬＣＤパネル
５の給送モード表示部９～シンクロモード表示部１３にそれぞれメモリＢ０の内容を表示
させる（Ｓ１６１３～Ｓ１６１７）。
【００６７】
同様に、ＭＣＵ７は、現在呼び出されているメモリに対応した表示を外部表示ＬＣＤパネ
ル５の給送モード表示部９～シンクロモード表示部１３に行う（Ｓ１６１８～Ｓ１６３２
）。
ＭＣＵ７は、ＤＣＭＯＤＥの値が４のときに、メモリＡ１～Ａ３及びメモリＢ０のいずれ
も呼び出されていないと判断し、現在第１情報設定ＲＡＭに記憶されている撮影情報に対
応した表示を外部表示ＬＣＤパネル５の給送モード表示部９～シンクロモード表示部１３
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に行う（Ｓ１６３３～Ｓ１６３７）。
【００６８】
ＭＣＵ７は、外部表示ＬＣＤパネル５への表示が終了した後、または、Ｓ１６０１　でメ
モリの呼び出し中でないと判断したときに、Ｓ１６３８　に進む。
図１２はＳ１６３８　のサブルーチンのフローチャートであり、以下、図１２に沿ってＳ
１６３８　の説明を続ける。
ＭＣＵ７は、ＤＣＭＯＤＥが１かどうか（メモリ呼び出し状態かどうか）を判定し（Ｓ２
７０１）、ＤＣＭＯＤＥが１のときに外部表示ＬＣＤパネル５のＱＲＡＤＲ　表示部８に
呼び出されたメモリに対応する表示を行う（Ｓ２７０７）。
【００６９】
ＭＣＵ７は、ＤＣＭＯＤＥが１でないときに、ＤＣＭＯＤＥが２かどうか（メモリ保存状
態かどうか）を判定し（Ｓ２７０３）、ＤＣＭＯＤＥが２のときに外部表示ＬＣＤパネル
５のＱＲＡＤＲ　表示部８に保存に用いられるメモリに対応する表示を行う（Ｓ２７０７
）。
ＭＣＵ７は、ＤＣＭＯＤＥが２でないときに、撮影情報の設定を変更したかどうかを判定
し（Ｓ２７０５）、撮影情報の設定が変更されていないときに、外部表示ＬＣＤパネル５
のＱＲＡＤＲ　表示部８に第１情報設定ＲＡＭで記憶しているメモリに対応した表示を行
う（Ｓ２７０７）。
【００７０】
ＭＣＵ７は、Ｓ２７０５　で撮影情報の設定を変更したと判定したとき、または、Ｓ２７
０７　の処理を終了したときに図１２のサブルーチンを終了する。
図１１に戻って、ＭＣＵ７は、第２情報設定ＲＡＭに記憶している撮影情報を外部表示Ｌ
ＣＤパネル５に表示させる（Ｓ１６４０）。
【００７１】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１記載のカメラの設定表示装置は、第２表示部に記憶装置の
記憶領域に関する表示をしているので、撮影者は、どの記憶領域を使用しているかを確認
して撮影することができる。また、撮影者は、第２表示部だけ確認すれば第１表示部の表
示を確認しなくてもいい。このため、撮影者は、撮影者の意図通りの撮影をシャッターチ
ャンスを逃すことなくできる。

【００７２】
請求項２記載のカメラの設定表示装置は、第２表示部の表示がされていないことにより、
撮影情報が変化したことを簡単に確認できる。このため、撮影情報を変えたことを認識で
き、若しくは、撮影者の意図とは異なる撮影をすることを防ぐことができる。
請求項３記載のカメラの設定表示装置は、複数の情報を１組の情報として記憶させている
ので、操作性を向上することができる。
【００７３】
請求項 記載のカメラの設定表示装置は、第１記憶部に撮影情報を変更させる頻度の高い
情報を記憶させているので、操作性を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を表す一眼レフレックスカメラの上面図である。
【図２】図１に示すカメラボディの制御回路の概略を示すブロック図である。
【図３】図１に示すカメラボディの外部表示部分のＬＣＤパネルの全点灯状態の図である
。
【図４】メモリＡ１の組合せを呼び出した表示例である。
【図５】メモリＡ１の組合せを呼び出した後、露出モードを変更した表示を示す図である
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さらに、第２表示部の表示がされていないことにより、撮
影情報が変化したことを簡単に確認できる。このため、撮影情報を変えたことを認識でき
、若しくは、撮影者の意図とは異なる撮影をすることを防ぐことができる。請求項２記載
のカメラの設定表示装置は、複数の情報を１組の情報として記憶させているので、操作性
を向上することができる。

３



。
【図６】図１に示すカメラボディのメインルーチンのフローチャートである。
【図７】図６のメインルーチンの情報設定サブルーチンのフローチャートである。
【図８】図７の操作ＳＷ入判定のフローチャートである。
【図９】図７のＱＲＡＤＲ判定のフローチャートである。
【図１０】図７の一致判定処理のフローチャートである。
【図１１】図６メインルーチンの表示サブルーチンのフローチャートである。
【図１２】ＱＲＡＤＲ表示ルーチンのフローチャートである。
【図１３】一括呼出処理ルーチンのフローチャートである。
【図１４】一括記憶処理ルーチンのフローチャートである。
【図１５】ＤＣＭＯＤＥ状態を示す図である。
【図１６】操作ＳＷ入力フラグの状態を示す図である。
【図１７】第１情報設定ＲＡＭの内容を示す図である。
【図１８】第２情報設定ＲＡＭの内容を示す図である。
【図１９】組合せ記憶領域Ａの内容を示す図である。
【図２０】組合せ記憶領域Ｂの内容を示す図である。
【図２１】ＭＣＵ７のＲＡＭであるＱＲＡＤＲの表示を示す図である。
【図２２】ＭＣＵ７のＲＡＭであるＡＦＭＯＤＥの表示を示す図である。
【図２３】ＭＣＵ７のＲＡＭであるＱＳＭＯＤＥの表示を示す図である。
【図２４】ＭＣＵ７のＲＡＭであるＡＥＭＯＤＥの表示を示す図である。
【図２５】ＭＣＵ７のＲＡＭであるＡＭＰＭＯＤＥ　の表示を示す図である。
【図２６】ＭＣＵ７のＲＡＭであるＳＹＮＭＯＤＥ　の表示を示す図である。
【符号の説明】
１・・・操作釦
２・・・操作釦
３・・・レリーズ釦３
４・・・メインＳＷ
５・・・外部表示ＬＣＤパネル
６・・・コマンドダイアル
７・・・ＭＣＵ７
８・・・ＱＲＡＤＲ表示部
９・・・給送モード表示部
１０・・・ＡＦモード表示部
１１・・・露出モード表示部
１２・・・測光モード表示部
１３・・・シンクロモード表示部
１４・・・操作釦
１５・・・操作釦
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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